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第１節 ザイデルによる領主制地代償却協定の翻刻（本誌３７巻３号）
第２節 全国委員会文書第１６５９号（本誌３８巻１号）
第３節 全国委員会文書第１６６０号
第４節 全国委員会文書第８１７３号（本誌３８巻２号）
第５節 全国委員会文書第９０２号
  建築賦役義務者全員の氏名とその不動産
 建築賦役償却協定本文
 建築賦役償却地代額・償却一時金額の合計
第６節 全国委員会文書第１１６３号
  賦役義務者全員の氏名とその不動産
 賦役償却協定本文
 賦役償却地代額・償却一時金額の合計
第５節 全国委員会文書第９０２号
  建築賦役義務者全員の氏名とその不動産
すでに本稿第１節で見たように，ザイデルは騎士領リンバッハについて３編の償却協定を紹介し
た．この騎士領に対する領民の領主制地代は，これら３協定，つまり，本稿第２－第４節で検討した
３協定，によってすべて償却され，領主制地代は完全に消滅したのであろうか．全国委員会文書の地
名索引簿を検索してみると，この騎士領の領主制地代に関連して，ザイデルが紹介していない償却協
定を見出すことができる．以下では，それらを年代順に取り上げていこう．
まず全国委員会文書第９０２号がある．「ケムニッツ近郊の騎士領リンバッハとニーダーフローナ，ラ
イヒェンブラント，グリューナおよびブロインスドルフの住民との間の，１８３７年５月３１日－１８３８年１０
月５日の賦役償却協定（１）」である．この協定は，ザイデルの第１・第２の協定（本稿第２節・第３節
の協定）よりも早い時期に締結・承認された償却協定である．
協定序文には次のように記されている．
ニーダーフローナ，ライヒェンブラントとグリューナのいくらかの土地所有者（Begütherte）に
よって騎士領リンバッハに給付されるべき，以下に詳記される建築賦役の償却について，特別に任命
された特別委員会，すなわち，法律関係特別委員・弁護士 J. Volkmann博士（ケムニッツ）と，経済
《資 料》
騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
岡山大学経済学会雑誌３８（３），２００６，３３～５６
－３３－
関係特別委員・農業者 G. M. Petzsch（ペーニヒ）の協力の下に，問題の建築賦役に関して被提議者と
提議者の間で結ばれた契約に基づいて，以下の協定が作成されたことを……告示する．被提議者は…
…騎士領リンバッハを単独で授封された侍従 Georg F. von Wallwitz伯爵である．提議者は次の土地所
有者［１－５９］である．
これらの建築賦役義務者全員の氏名とその不動産の種類を示したものが，第１表である．フーフェ
規模が明記されていない Hufengutは，単にフーフェとした．一連番号５９の Guthは，その所有者が第
１条・第４条で農民とされているので，［農民］地とした．その他の点では前節と同じである．
第１表 建築賦役義務者全員の氏名とその不動産
（ ）ニーダーフローナ
１．Johann Michael Winkler（１フーフェ）
２．Johann Gottfried Winkler（１４フーフェ）
３．Friedrich August Pester（１２フーフェ）
４．Johann Gottfried Merzendorf（１２フーフェ）
５．Johann Gottlieb Pester（１２フーフェ）
６．妻 Hanne Rosine Pester（３４フーフェ）
７．Christian Gottfried Haupt（１２フーフェ）
８．Carl Gottlob Pester（１４フーフェ）
９．Johann Friedrich Winkler（フーフェ）
１０．Johanne Rosine Unger（１２フーフェ）
１１．Gottlob Friedrich Winkler（１２フーフェ）
１２．August Graenzer（フーフェ）
１３．Johann Gottfried Pester（１４フーフェ）
１４．August Meinigen（１２フーフェ）
１５．Johanne Sophie Steinbach（１４フーフェ）
１６．Christian Gottlieb Tirschmann（１２フーフェ）
１７．Johann Christian Gottfried Pester（３４フー
フェ）
１８．Johann Christian Wetzel（１４フーフェ）
１９．Johann Gottfried Aurich（３４フーフェ）
２０．Johann Gottlob Richter（１４フーフェ）
２１．Johann Michael Goldhahn（１２フーフェ）
２２．Johann Gottfried Winkler（フーフェ）
２３．Johann Gottfried Richter（１４フーフェと
フーフェ）
２４．Johann Gottlieb Schreyer（３４フーフェ）
２５．Carl Friedrich Pester（１４フーフェ）
２６．Johann Gottfried Landgraf（１４フーフェ）
２７．Johann Gottfried Haupt（１４フーフェ）
２８．Johann Gottlieb Leberecht Gröttner（３４フー
フェ）
（）ライヒェンブラント
２９．Carl Friedrich Neubert（１２フーフェ）
３０．Immanuel Friedrich Lindner（１２フーフェ）
３１．Carl Friedrich Türke（１２フーフェ）
３２．Immanuel Friedrich Lindner（１２フーフェ）
３３．Christian Gottlieb Ringleben（１４フーフェ）
３４．Daniel Friedrich Reichel（１２フーフェ）
３５．Carl August Weiss（１２フーフェ）
３６．Carl August Drechsler（１２フーフェ）
３７．Wilhelm Friedrich Türke（１４フーフェ）
３８．Traugott Friedrich Rögner（１２フーフェ）
（）グリューナ
３９．Carl Friedrich Müller（１４フーフェ）
４０．Carl Friedrich Grimm（１４フーフェ）
４１．Carl Gottlob Streubel（１２フーフェ）
４２．Johann Carl Friedrich Lindner（１８フーフェ）
４３．Johann Gotthelf Steinert（１８フーフェ）
４４．Immanuel Friedrich Türke（１４フーフェ）
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  建築賦役償却協定本文
本協定の本文は以下のとおりである．
第１条 償却の対象．ニーダーフローナ，ライヒェンブラントとグリューナ［の農民所有地］に
よって，また，ブロインスドルフの農民Wilhelm Heilの土地［一連番号５９］……によって従来給付さ
れてきた，あるいは，給付されるべきであった，すべての建築賦役は，償却され，反対給付とともに
消滅すべきである．それらの賦役は，１６６３年の世襲台帳 今ではその写本だけが残っている に
次のように記載されている．
リンバッハ，オーバーフローナ，ミッテルフローナ，ケーテンスドルフ，ニーダーフローナ，グ
リューナとライヒェンブラントの７村のすべての馬所有農，および，ブロインスドルフの Hanns Hehle
は，騎士領リンバッハとそのすべての付属建物に対して，とくに，Schmerzing大尉の建物とその他の
すべての建物に対して，あの貴族の死者たちの墓所もそれに含まれるのであるが，馬と手による不確
定建築賦役を［果たさ］ねばならない．また，彼らは彼らで秩序を保つ．
リンバッハとオーバーフローナの馬賦役農の各人は２頭の馬を［馬車に］つなぎ，２枚の板を載せ
る．ミッテル［フローナ］，ニーダーフローナ，グリューナ，ライヒェンブラントとケーテンスドル
フ［の馬賦役農の各人］は２頭と２頭を一緒に，したがって，４頭の連畜を馬車に［つなぎ］，４枚
の板を載せる．そして，丸太，屋根板，板，床張り板，煉瓦，石灰，その他すべての材料を森から，
あるいは，他のどこかから運搬する．しかし，それは，十分な建築材が近くで安価に得られる場合に
は，２マイルの行程を越えない．［彼らは］また，他の一般の手賦役農と同じように，手による賦役
もせねばならない．手賦役には，レーエン領主に［属する］車軸によって，塵芥と廃物を運搬するこ
４５．Johann Traugott Uhlig（１４フーフェ）
４６．森林官 Ernst Franz Eschke（１４フーフェ）
４７．［妻］Hanne Christiane Friedrich（１２フー
フェ）
４８．Christian Friedrich Türke（１２フーフェ）
４９．Johann Daniel Friedrich Aurich（１４フー
フェ）
５０．Christian Friedrich Aurich（１４フーフェ，お
よび，［別の］１４フーフェから分離され，賃
貸された土地）
５１．Christian Friedrich Aurich（１４フーフェ）
５２．Johann Samuel Haberkorn（１４フーフェ）
５３．Johann Daniel Herold（１４フーフェ）
５４．［妻］Johanne Charlotte Reichel（１４フー
フェ）
５５．Johanne Christiane Helbig（水車と１８フー
フェ）
５６．Johann Daniel Friedrich Müller（１８フー
フェ）
５７．Johanne Christiane Türke（１４フーフェ）
５８．ファブリカント Johann Daniel Friedrich
Aurich（１４フーフェ）
（ ）ブロインスドルフ
５９．Wilhelm Heil（［農民］地）
（注１）Generalablösungskommission, Nr. 902, Fronablösungsrezeß vom 31. Mai 1837/5. Octbr. 1838 zwischen dem Rittergut
Limbach bei Chemnitz und den Einwohnern in Niederfrohna, Reichenbrand, Grüna und Braunsdorf.
３２１騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
－３５－
とが含まれる．塵芥が肥料として役立つ時は，馬所有農はそれを騎士領の耕圃に運ぶ．これら７村は
全体として順番に水道管を手［賦役］によって維持し，それに必要なすべての運搬を果たし，泉と水
槽を作り，維持し，清掃せねばならない．全領民のうち馬賦役農は，騎士領の建築に用いられる，す
べての木材を製材所に運び，手賦役農は丸太を押し上げる．それから作られたものを，馬所有農は再
び館に運ばねばならない．公正さが保たれ，ある者が他の者より重く課されないように，建築賦役を
果たす日時と村に関する記録簿が，作成されるべきである．記録簿はまた，順番に加わる者に，常に
送付されるべきである．それ［賦役？］が平等になり，瞞着が行なわれないためである．
第２条 反対給付．世襲台帳の内容と慣習によれば，ニーダーフローナ，ライヒェンブラントとグ
リューナの連畜賦役農と手賦役農のうち，連畜所有農には運搬１回について６［プフェニヒ？］が，
手［賦役］農には１日について３［プフェニヒ？］が補償のために反対給付として今まで与えられて
きた．
第３条 ［権利者の権利］放棄．騎士領リンバッハの所有者は，この協定の第４条に記され，彼が
受け入れた補償の受領と引き換えに，また，義務者が永久に断念した，第２条の反対給付の廃止と引
き換えに，第１条に詳記された連畜賦役と手賦役を，自身とすべての所有継承者に関して，永久にか
つ最終的に放棄する．
第４条 賦役に対する補償．この協定の冒頭に記された義務者・提議者，１－５９は，第１条に記さ
れた賦役に対する，第３条に示された，農場領主の［権利］放棄を承諾する．そして，彼ら［馬賦役
農］は，従来の義務の廃止に対する補償として，従来１年に平均して果たしてきた馬車１台につい
て，８グロッシェンの地代を，各手［賦役］農は２グロッシェンの年地代を，あるいは，その２５倍額
の一時金を，支払う義務を負う．
当事者たちは次の点で一致した．すなわち，
（ａ）冒頭で１，３－７，９－１２，１４，１６，１７，１９－２２，２４と記された，ニーダーフローナの賦役義務
者は，提供してきた年平均合計８．５台の馬車に従って，合計して２ターラ ２ー０グロッシェンの年地代
あるいは７０ターラ ２ー０グロッシェンの一時金を支払う．
（ｂ）冒頭で２９－５８に記された，ライヒェンブラントとグリューナの賦役義務者は，平均合計１０台の馬
車に従って，合計して３ターラー８グロッシェンの年地代あるいは８３ターラー８グロッシェンの一時
金を支払う．
（ｃ）ブロインスドルフの農民W. Heilは単独で８グロッシェンの年地代あるいは８ターラー８グロッ
シェンの一時金を支払う．
（ｄ）手賦役だけを義務づけられた，ニーダーフローナの住民はおのおの２グロッシェンの年地代ある
いは２ターラー２グロッシェンの一時金を支払う． ここに姓名と火災［保険］台帳番号で記載さ
れている義務者は，本協定の一連番号で示すと，２，８，１３，１５，１８，２３，２５－２８である． 
この確約に権利者も同意し，満足した．さらに，手賦役を同時に果たすべき連畜所有農は，手賦役
に対して特別に支払うことはなく，それへの補償は上記の地代あるいは一時金に含まれていること，
ニーダーフローナの上記賦役義務者に関しては，彼らが彼らの間で協定を結んだこと，彼らは，共同
で１台の馬車に馬をつなぐかぎり，この馬車［の償却地代・償却一時金］を共同で均等に支払い，馬
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３２３騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
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車１２台だけを提供する者は，馬車１台を提供する者の半分だけを支払うべきであること，が留意さ
れねばならない．
第５条 補償支払の期日．義務者は権利者の承認の下で，１８３５年７月９日の協定締結の４週間後
に，賦役の完全な償還のために誓約された一時金を支払うことを，明確に自身に義務づけた．そのた
めに，上述の３村と Heil［５９］の建築賦役は１８３５年８月９日以後は消滅した，と見なされるべきであ
る．
第６条 費用．［償却事業の］費用は法律の規定のままであり，半分は裁判領主によって，半分は
義務者によって負担されるべきである．義務者の間では，まず村を見ると，その［償却］一時金に比
例して，ニーダーフローナは，手［賦役］農を考慮して，義務者に割り当てられる費用の１１２１を，ラ
イヒェンブラントとグリューナは合わせて１０２１を支払うべきである．ライヒェンブラントとグリュー
ナでは，この１０２１の負担についてフーフェ数に従って，すなわち，完全フーフェ農民は８グロッシェ
ンを，１４フーフェ農民は２グロッシェンを支払い，［それに対して］ニーダーフローナでは，あの
１１
２１
について連畜所有農は各人同額を，手［賦役］農は連畜所有農の半分を支払うべきである．
各方面の関係者は……この償却契約に一致し，満足した．……この償却協定は同文の２部が認証の
ために作成され，両当事者によって署名された．この２部は全国委員会の文書館とケムニッツ地代管
区に保管されるべきである．認証された写しは，彼ら［両当事者］にも引き渡される．
リンバッハにて１８３７年５月３１日
領主の全権 Friedrich Daniel Fischer
Johann Gottlieb Gröttner（１）
この後に続く，字句修正の部分は紹介を省略する．最後は，この協定を１８３８年１０月５日に全国委員
会，J. G. Nostitz und Jänckendorfが承認した，との文章である.
なお，３７ページは本協定第４条の最初の２ページを示している．
本協定の序文は，第１表に示したように，建築賦役義務者として４村のフーフェ農民ないし［農
民］地所有者５９人を記している．しかし，本協定の一連番号２と２２，３０と３２，４９と５８，および，５０と
５１は同一村落の同姓同名者である．彼らが同一人だとすると，本協定の賦役義務者の実数は，４人を
減じた５５人となろう．また，一連番号９，１２と２２では所有フーフェ規模が明示されておらず，５９では
［農民］地とだけ記録されている．その中の９，１２と２２の３個は，第４条（ａ）によれば連畜賦役を課
されていた．これらが所在するニーダーフローナ村で連畜賦役を課されていたのは，第４条（ａ）と
（ｄ）によれば，一連番号２０と２８を除くと，１２以上のフーフェであった．したがって，一連番号９，１２
と２２は，１２以上のフーフェであった可能性が高い．それに対して，一連番号２３には
１
４フーフェと規
模不明のフーフェとが属するけれども，この土地は第４条（ｄ）によれば手賦役だけを義務づけられて
いた．したがって，一連番号２３の土地のうち，規模不明のフーフェはきわめて小さかった，と考えら
れる．そこで，２３はフーフェ地１個を所有する，と想定しておきたい．さらに，一連番号５９の土地所
有規模は明示されていない．しかし，第４条（ｃ）におけるそれの償却地代ないし償却一時金が，同条
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前段に示された，年１台の馬車のそれであるから，５９の賦役は連畜賦役であったろう．そのために，５９
の農民地はフーフェ地と考えられる．
（注１）ここに領主の全権として署名した F. D. Fischerについて，本稿第１節 （注５）を参照．もう一人の署名者 J. G.
Gröttnerは義務者代表と考えられる．彼の姓名は第４条（ｄ）でも同じである．これは，序文で一連番号２８として記
されている J. G. Leberecht Gröttnerであろう．
  建築賦役償却地代額・償却一時金額の合計
本協定は建築賦役（連畜賦役・手賦役）を償却の対象とした．義務的不動産の建築賦役償却地代
額・償却一時金額の村別・種類別合計を算出するために，第４条から作成されたものが，第２表であ
る．｛ ｝の数字は賦役償却一時金額を表す．なお，連畜賦役に関して協定第４条は，馬車１年１台
の償却地代が８グロッシェン，１２台はその半額，と記載しているだけである．しかも，それぞれの
義務的不動産の賦役償却地代額・償却一時金額ではなく，それの各村別合計額のみが一括して示され
ている．その上に，連畜賦役を賦課された４村の中で，ライヒェンバッハとグリューナについては２
村の合計額しか記されていない．
第２表 建築賦役償却地代額・償却一時金額の村別・種類別合計
（ ）ニーダーフローナ
（Ａ）手賦役２G．［２，８，１３，１５，１８，２３，２５－２８］〈１０フーフェ地；−T２０G−P〉｛２０T２０G−P｝
（Ｂ）連畜賦役 ８Gないし４G．［１，３－７，９－１２，１４，１６，１７，１９－２２，２４］〈１８フーフェ
地；２T２０G−P〉 ｛７０T２０G−P｝
（ ）合計 〈２８フーフェ地；３T１６G−P〉 ｛９１T１６G−P（１）｝
（）ライヒェンブラント
（Ｂ）連畜賦役 ８Gないし４G．［２９－３８］〈１０フーフェ地〉
（）グリューナ
（Ｂ）連畜賦役 ８Gないし４G．［３９－５８］〈２０フーフェ地〉
（）＋（）合計 〈３０フーフェ地；３T８G−P〉 ｛８３T８G−P｝
（）ブロインスドルフ
（Ｂ）［連畜］賦役８G．［５９］〈１フーフェ地；−T８G−P〉 ｛８T８G−P｝
４村総計 〈５９フーフェ地；７T８G−P〉 ｛１８３T８G−P｝
第２表から建築賦役の償却地代額・償却一時金額を賦役種類別にまとめると，第３表が得られる．
第３表 建築賦役の償却地代額・償却一時金額の種類別合計
（Ａ）手賦役 〈１０フーフェ地；−T２０G−P〉 ｛２０T２０G−P｝
（Ｂ）連畜賦役 〈４９フーフェ地；６T１２G−P〉 ｛１６２T１２G−P｝
３２５騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
－３９－
建築賦役総計 〈５９フーフェ地；７T８G−P〉 ｛１８３T８G−P｝
第２表と第３表の最終行に示されているように，建築賦役の償却地代額の４村総計は５９フーフェ地
から７T８G−P（償却一時金に換算して１８３T８G−P）であった．その内訳は，手賦役が１村（第２表
と第３表による）の１０フーフェ地から−T２０G−P（償却一時金総額２０T２０G−P）であり，連畜賦役が４
村の４９フーフェ地から６T１２G−P（償却一時金総額１６２T１２G−P）であった．
（注１）シュトローバッハによれば，本協定によるニーダーフローナ村の建築賦役償却地代総額は，本表の一時金額と異
なり，８７ターラ １ー２グロッシェンであった．Horst Strohbach, Eyne Chronik der Doerffer tzur Niedern−Frohna und tzum
Gannßhorn, Bd. 1, Oberfrohna 1936, S. 27−28． 松尾 １９９０，pp．１１１－１１２を参照．
第６節 全国委員会文書第１１６３号
  賦役義務者全員の氏名とその不動産
ここで問題となる全国委員会文書は，「ケムニッツ近郊の騎士領リンバッハとリンバッハ，オー
バーフローナ，ミッテルフローナ，ケーテンスドルフおよびケンドラーの住民との間の１８３８年６月２９
日－１８３９年４月２６日の賦役償却協定（１）」である．これも，前節の償却協定と同じように，ザイデルの
第１・第２の協定よりも早くに締結・承認されたものである．
本償却協定の序文は言う．リンバッハとケーテンスドルフの土地所有者，さらに，オーバーフロー
ナとミッテルフローナのいくらかの土地所有者によって騎士領リンバッハに給付されるべき連畜賦
役・手賦役（詳細は後に記される），および，リンバッハとオーバーフローナのいくらかの小屋住農
の手賦役の償却について，また，権利者に課される，一定の反対給付の義務について，そのために任
命された特別委員会，すなわち，法律関係特別委員 J. Volkmann博士と経済関係特別委員，農業者M.
Petzschの協力の下に，一方の騎士領リンバッハの所有者 G. F. von Wallwitz伯爵［被提議者］と，他
方の提議者，すなわち，リンバッハ，オーバーフローナ，ミッテルフローナ，ケーテンスドルフおよ
びケンドラーの［５］集落の以下の構成員との間で，両当事者によって決定された契約に基づいて，
以下の協定が作成された．提議者は，火災［保険］台帳に各人の名前で記された番号の土地の所有者
である．
第１表は賦役義務者全員の氏名とその不動産を示す．Grundstückは土地と訳した．義務者の女性が
誰それの未亡人で，かつ，誰それの妻，と記されている場合には，現在の夫の姓を記した．既婚女性
の旧姓は省略した．その他の点では前節までと同じである．
松 尾 展 成３２６
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第１表 賦役義務者全員の氏名とその不動産
（Ａ）馬賦役農
（ ）リンバッハ
１．Carl Friedrich Scherf（１フーフェ）
２．Johann Gottfried Otto（３４フーフェ）
３．Carl Ullmann（５４フーフェ）
４．Samuel Gränz（３４フーフェ）
５．Johann Michael Sonntag（３４フーフェ）
６．Johann Michael Hartig（フーフェ）
７．Johann Andreas Pfüller（１２フーフェ）
８．Gottlieb Hofmann（１２フーフェ）
（）オーバーフローナ
９．Gottfried Gränz（フーフェ）
１０．Samuel Friedrich Rothe（３４フーフェ）
１１．Johann Gottlieb Grobe（フーフェ）
１２．Johann Samuel Welker（３４フーフェ）
１３．Friedrich August Wünsch（３４フーフェ）
１４．Friedrich August Rothe（１フーフェ）
１５．Johann Gottfried Fischer（フーフェ）
１６．Gottfried Helbig（フーフェ）
１７．Christian Friedrich Kaufmann（フーフェ）
１８．Johann Gottlieb Landgraf（３４フーフェ）
１９．Gottlob August Kühn（１２フーフェ）
２０．Gottfried Hofmann（３４フーフェ）
２１．Johann Samuel Pester（フーフェ）
２２．Christian Gottlob Müller（フーフェ）
２３．Christian Friedrich Wilhelm Pester（フー
フェ）
（）ミッテルフロ－ナ
２４．Samuel Friedrich Landgraf（フーフェ）
２５．Johann Friedrich August Richter（１２フー
フェ）
２６．Johann Friedrich Heilmann（１２フーフェ）
２７．Christian Friedrich Heinzig（３４フーフェ）
２８．妻 Johanne Sophie Aurich（３４フーフェ）
（）ケーテンスドルフ
２９．Johann Adam Winkler（３４フーフェ）
３０．Johann George Bolling（１２フーフェ）
３１．Johann Gottlieb Nitzschke（１２フーフェ）
３２．Johann Benjamin Bonitz（１２フーフェ）
３３．Johann Gottfried Müller（１２フーフェ）
３４．Johann Andreas Hering（３４フーフェ）
３５．Johann Benjamin Kühn（１２フーフェ）
３６．妻 Anna Rosina Hofmann（フーフェ）
３７．Johann Samuel Lindner（１２フーフェ）
３８．Gabriel Steudt（１２フーフェ）
３９．Gottlob Müller（１２フーフェ）
（Ｂ）手賦役農
（ ）リンバッハ
４０．Johann Heinrich Immanuel Leberecht Scherf
（１４フーフェ）
４１．Carl Friedrich Künzel（１４フーフェ）
４２．August Friedrich Lehmann（１４フーフェ）
４３．Johanne Christiane Löwe（１４フーフェ）
（）オーバーフローナ
４４．Johann Michael Quellmalz（１４フーフェ）
４５．Johann Michael Eichler（１４フーフェ）
４６．Johann Gottfried Winkler（１４フーフェ）
４７．Johann Samuel Eichler（１８フーフェ）
（）ミッテルフロ－ナ
３２７騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
－４１－
序文の（Ａ），（Ｂ）と（Ｃ）を通じて，同一村落の同姓同名者は記載されていないので，本協定の
義務的不動産，計５９の所有者は５９人と考えられる．
（注１）Generalablösungskommission, Nr. 1163. Fronablösungsrezeß vom 29. Junius 1838/26. April 1839 zwischen dem Rittergut
Limbach bei Chemnitz und den Einwohnern in Limbach, Oberfrohne, Mittelfrohne, Köthensdorf u. Kändler.
  賦役償却協定本文
第１条 償却の対象．この協定の冒頭の１から５４までに記された，リンバッハ，オーバーフロー
ナ，ミッテルフローナとケーテンスドルフの土地所有者は，権利ある農場領主の報告に従えば，次の
賦役を従来義務づけられていた．
（Ａ）連畜賦役
（１）耕作賦役（Ackerdienste）
（ ）「大きな並木道」の右側にある農地．これは３部分からなり，左側は「いわゆる［大きな］並
木道」に，右側は Emmanuel Scherf［一連番号４０？］の耕地に，上手は材木置き場に，下手は Ester採
草地に接している．広さは２５アッカ １ー７３平方ルーテである．
（）「大きな並木道」の左側にある農地．左側は教区所有地に，右側は「大きな並木道」に，上手
は新しい宿屋に，下手は「亜麻の藪」に接している．広さ２０アッカ ９ー７平方ルーテ．
（）「小さな並木道」の左側にある Kellerbergと横地（Quere）．周囲は車道と歩道に接している．
広さ６アッカ ２ー５４平方ルーテ．
（）Kellerspitzenの地片．右側は Keller採草地に，左側は，オーバーフローナに通じる車道に，上
手は Keller池の堤防に接している．広さ１アッカ １ー０７平方ルーテ．
（）裁判所脇の地片．右側はオーバーフローナ道に，左側は，ヘレーネンベルクからオーバーフ
ローナに通じる歩道に，下手は領主の添え地（Beifeld）に，上手はオーバーフローナのWinkler［一
４８．Johann Gottfried Schönfeld（１２フーフェ）
４９．妻 Johanne Rosine Landgraf（土地）
５０．Johann Gottlieb Köthe（１４フーフェ）
５１．Johann Michael Zeißler（１４フーフェ）
（）ケーテンスドルフ
５２．Johann Gottfried Otto（１４フーフェ）
５３．Christian Gottlob Kunze（１４フーフェ）
５４．Johanne Christiane Linke（１４フーフェ）
（Ｃ）［その他の］数人の手賦役農
５５．Johann Samuel Friedrich Voigt（リンバッ
ハ，家屋）
５６．Johann Gottlieb Lindner（オーバーフロー
ナ，園地）
５７．未亡人 Christiane Friedericke Klauß（ケンド
ラー，園地）
５８．妻 Amalie Michaelis（オーバーフローナ，
園地）
５９．August Friedrich Gränz（オーバーフロー
ナ，園地）
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連番号４６？］の耕地に接している．広さ５アッカ １ー４３平方ルーテ．
（ ）採石場の耕地．［これは］３部分からなり，右側は領主の森に，左側はオーバーフローナ車道
に，下手はオーバーフローナのWinklerの耕地に，上手は Obermüller［？］の耕地に接している．広さ
１７アッカ ２ー１９平方ルーテ．
（）分農場の耕地．［これは］５部分からなり，右側はオーバーフローナの Gränz［一連番号
９？］の，左側は Grobe［一連番号１１？］の耕地に，下手は領主の耕地に，上手はルースドルフ（１）
［村］の耕地に接している．広さ１１アッカ ４ー０平方ルーテ．
以上の耕地を従来，リンバッハ，オーバーフローナ，ミッテルフローナとケーテンスドルフの連畜
賦役農は共同で，通常の三圃制度に従って耕作し，馬鍬で鋤いてきた（bestellten ... mit Ackern und
Eggen）．
順序は次のとおりであった．休閑地作物が栽培されていないかぎり，全４集落［の連畜賦役農］は
冬畑を共同で耕作した．ただし，ケーテンスドルフとミッテルフローナ［の連畜賦役農］は他の集落
の半分だけを耕作する，という違いがあった．反対給付は受け取らなかった．冬作物のための耕作は
休閑地耕作，鋤き返し（Rühren）と播種耕作であった．冬播き耕地の馬鍬鋤きを反対給付なしで果た
したのは，ミッテルフローナとケーテンスドルフの連畜賦役農だけである．休閑地作物（キャベツ，
馬鈴薯，亜麻，カラスノエンドウ，豌豆）のために耕作し，馬鍬で鋤いたのは，リンバッハとオー
バーフローナの連畜賦役農だけであり，耕作の際には，［馬を犂から］離す（Ausspannen）度毎に，
パン用練り粉で作った（von Brodteich），重量各半［ポンド？］の農場ロールパン２個と小さなチー
ズ２個を得た．また，馬１頭で行なわれる馬鍬鋤きの際には，［馬を］離す度毎に，彼らはロールパ
ン１個とチーズ２個を得た．全４集落［の連畜賦役農］は大麦と燕麦のための休閑地耕作
（Felgen），鋤き返しと播種耕作を果たした．ただし，ケーテンスドルフとミッテルフローナはリン
バッハとオーバーフローナの半分だけを果たし，後者は，［馬を］離す度毎にロールパン２個とチー
ズ２個を［与えられ］，他［の２集落］は［与えられ］ない，という違いがあった．大麦畑と燕麦畑
の馬鍬鋤きは休閑地耕作，鋤き返しと播種耕作であり，ケーテンスドルフとミッテルフローナの連畜
賦役農だけが反対給付なしで果たした．全４集落は溝掘りと地均らし（Walzen）を，反対給付なし
で順番に果たした．
（２）肥料の運搬
賦役義務者によって耕作された耕地に，肥料を運び出したのは，リンバッハとオーバーフローナの
農民であり，［馬を］離す度毎に，反対給付としてロールパン２個とチーズ２個を得た．
肥料を運搬する者各人は，荷役人足１人を伴うべきであった．
（３）穀物の搬入
リンバッハとオーバーフローナの農民は，賦役義務者が耕作した耕地で栽培された，すべての穀物
を搬入し，［馬を］離す度毎に，ロールパン２個とチーズ２個を得た．
［穀物を］搬入する者［農民］各人は，荷役人足１人を伴い，穀物を馬車から再び納屋に渡す（in
die Pansen（２）langen）必要があった．
３２９騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
－４３－
（４）乾草と二番乾草の運搬
リンバッハとオーバーフローナの農民は，以下の採草地で賦役義務者によって刈られ，乾燥され
た，すべての乾草と二番乾草を搬入し，［馬を］離す度毎に，ロールパン２個とチーズ２個を得た．
［乾草と二番乾草を］搬入する者［農民］各人は，荷役人足１人を伴わねばならず，すべての荷物
の積み込みと積み下ろしを荷役人足とともに補佐する義務を負った．
賦役を果たすべき採草地は，（viii）Keller池と葦池の間の「村の採草地」，２８３平方エレ，（ix）Keller
池と Grütz池の間の Keller採草地，２アッカ ２ー１５平方ルーテ，（x）Grütz池の下手の水車採草地，１
アッカ １ー８２平方ルーテ，（xi）新池の下手の「亜麻の藪採草地」と（xii）「黒い採草地」，［両者で］
５アッカ １ー４１平方ルーテ，（xiii）新池の上手，「羊道」川の右側の「黒い採草地」，１アッカ ３ー５平
方ルーテ，（xiv）Oppel［大］池と Oppel［小］池の間にある，「小さい Oppel採草地」と「大きい Oppel
採草地」，１アッカ ７ー８平方ルーテ，（xv）Ester森の側のケーテンスドルフ採草地，４アッカー，
（xvi）「３本白樺の森」の側の３本白樺採草地，２アッカ ２ー６６平方ルーテである．
（５）牧草の運搬
リンバッハとオーバーフローナの農民は，新池の上手の「黒い採草地」と Oppel採草地から牧草
（乾草と二番乾草）を乾燥用の広場に運び，［馬を］離す度毎に，ロールパン２個とチーズ２個を得
た．
（６）キャベツと亜麻の運搬
リンバッハとオーバーフローナの農民は，賦役［によって耕作される］耕地で栽培されたキャベツ
と亜麻を積み込み，搬入し，積み下ろした．それに対して各人は，［馬を］離す度毎に，ロールパン
２個とチーズ２個を得た．
（７）種子穀物の運搬と水車用運搬
リンバッハの農民は単独で，賦役耕地で必要な，すべての種子穀物を耕地に運搬し，また，経営の
ためのパン穀物と家畜用の挽き割り穀物を近くの水車に運搬した．［彼らは］反対給付を受け取らな
い．
（８）醸造用麦芽とビールの運搬
リンバッハとオーバーフローナの農民はすべての醸造用麦芽を水車に，そして，そこから再び醸造
所に運搬し，１回の運搬についてパン１個（重さは通常１ポンド）とビール１杯を得た．彼らは醸造
所からビール貯蔵所の前にビールを運搬し，ビール１回分の運搬に対してパン１個とビール１杯を得
た．
（９）敷藁の搬入
リンバッハ，オーバーフローナとミッテルフローナの農民は，賦役農が森で刻んだ，すべての敷藁
を領主館に搬入し，［馬を］離す度毎に，ロールパン２個とチーズ２個を得た．ただし，現物を与え
るか，その代わりに６プフェニヒを与えるか，は領主が選択した．
（１０）木材運搬
従来リンバッハの農民は，各人が毎年割木あるいは丸太１尋を，オーバーフローナ［の農民］は２
尋を，森からリンバッハの領主館に無償で運搬すべきであった．ミッテルフローナの農民は数年間の
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平均によれば，毎年６０ショックの柴と５０尋の割木を領主の森から領主館に運搬した．そして，割木１
尋についてロールパン１個とチーズ１個を得た．柴１ショックについても同じである．さらに，上記
の量以外にも，経営で必要とする，すべての木材を搬入する義務も，ミッテルフローナの農民に課さ
れていた．
（Ｂ）手賦役
（１）乾草と二番乾草のための作業
ミッテルフローナの農民と手［賦役］農は「村の採草地」，Keller採草地と水車採草地で乾草と二
番乾草を刈った．そして，毎朝，水スープ，パン粥，１ポンドのパン１個と小型チーズ１個を得た．
昼に［得たの］は，パン粥，野菜，パンを砕き込んだ乳清，パン１個と飲用薄ビールであった．リン
バッハ［の農民と手賦役農］は乾草を，オーバーフローナの農民と手［賦役］農は二番乾草を乾燥さ
せた．飼料が乾燥すると，各人はロールパン１個とチーズ１個を得た．
オーバーフローナの農民と手［賦役］農は，「亜麻の藪採草地」と新池の下手の「黒い採草地」で
乾草と二番乾草を刈り，乾燥させた．彼らは刈り取りの際にはミッテルフローナ［の農民と手賦役
農］と同じ食事を得た．また，飼料が乾燥すると，各人はロールパン１個とチーズ１個を得た．
オーバーフローナの農民と手［賦役］農は新池の上手の「黒い採草地」と Oppel採草地［で草］を
刈り，乾草の時も二番乾草の時も，上記と同じ食事を日に２回得た．リンバッハの連畜所有農と手
［賦役］農はそれらの乾草と二番乾草を乾燥させた．飼料が乾燥すると，各人はロールパン１個と
チーズ１個を得た．
ケーテンスドルフの農民と手［賦役］農はケーテンスドルフ採草地と３本白樺採草地の乾草を刈
り，上記と同じ食事を得た．ケーテンスドルフ［の農民と手賦役農］はケーテンスドルフ採草地の乾
草を，ミッテルフローナの農民と手［賦役］農は３本白樺採草地のそれを乾燥させた．そして，飼料
が乾燥すると，各人はロールパン１個とチーズ１個を得た．
（２）キャベツの作業
リンバッハの農民と手［賦役］農はキャベツを植え，鍬を入れ，積み上げた．そして，彼らは半日
の労働についてロールパン１個とチーズ１個を得た．
（３）収穫作業
全４集落の農民と手［賦役］農はパン穀物と小麦を刈り，束ね，結び，禾束に堆積させ，刈後地で
掻き寄せた．刈り，束ねる際に彼らは日に２回の食事を得た．朝は水スープ，パン粥，パン１個と
チーズ１個，昼にはパン粥，野菜，パンを砕き込んだ乳清，パン１個と飲用薄ビールであった．［刈
り取った穀物を］結び，禾束に堆積させ，刈後地で掻き寄せる時には，各人は日にパン１個，チーズ
１個と飲用薄ビールを得た．
リンバッハの農民と手［賦役］農だけが大麦を刈り，パン穀物の場合と同じように，日に２回の食
事を得た．オーバーフローナとケーテンスドルフの農民と手［賦役］農は，［刈り取った］大麦を掻
き寄せ，結び，禾束に堆積させた．それに対して各人は日にパン１個，チーズ１個と飲用薄ビールを
得た．ただし，ここで言及しておくと，ミッテルフローナの２人の農民，現在では Samuel Landgraf
［一連番号２４］と Benjamin Aurich［一連番号２８？］は，［大麦を］結ぶ作業を補助する．
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オーバーフローナとケーテンスドルフの農民と手［賦役］農は燕麦を刈り，パン穀物の場合と同じ
反対給付を得た．彼らは，［刈り取った燕麦を］掻き寄せ，結び，禾束に堆積させた．ミッテルフ
ローナの上記の農民２人も，燕麦を結ぶ作業を補助した．各人は日にパン１個とチーズ１個を得た．
ミッテルフローナの農民と手［賦役］農はカラスノエンドウと豌豆を刈り，パン穀物の場合に述べ
られた食事を，日に２回得た．彼らは，大麦と燕麦を結ぶ作業を補助する［上記］農民２人を除い
て，［それを］裏返し，積み上げ，再び掻き寄せた．そして，各人は日にパン１個とチーズ１個を得
た．
（４）亜麻の作業
リンバッハとオーバーフローナの農民と手［賦役］農は共同で亜麻畑を除草し，それに対して，す
でにしばしば述べられた食事を，日に２回得た．
［亜麻を］しごき（Raufen），広げる（Anbreiten）のは，リンバッハ［の農民と手賦役農］だけで
あり，日にロールパン２個とチーズ２個を得た．
［亜麻を］扱く（Rüffeln）のは，オーバーフローナの農民と手［賦役］農だけであり，すでに述
べられた食事を，日に２回得た．
リンバッハとオーバーフローナの農民と手［賦役］農は［亜麻の］皮を剥ぎ（Brechen），半日で１
回の食事を得た．
全４集落の農民と手［賦役］農は糸を紡いだ．しかも，農民は粗質の粗麻糸を，手［賦役］農は中
級の粗麻糸を紡いだ．各人は，［車軸の］長い紡車［で］１巻を，あるいは，［車軸の］短い［紡車
で］１６……を［紡いだ］．
（５）穀物の播種
全４集落の手［賦役］農は，賦役耕地で播種し，通常の食事を毎日得た．唯一の例外は亜麻であ
る．
（６）肥料の散布
全４集落の手［賦役］農は，連畜賦役農が賦役耕地に運んだ，すべての肥料を散布した．そのう
ち，リンバッハとオーバーフローナ［の手賦役農］はキャベツ，亜麻，馬鈴薯，カラスノエンドウと
豌豆のために［散布した］．ミッテルフローナとケーテンスドルフ［の手賦役農］はその他の休閑地
で［散布し］，さらに，肥料の石灰も手押し車で運んだ．それに対して各人は，日にロールパン２個
とチーズ２個を得た．
（７）肥料の搬出
全４集落の手［賦役］農は，子を産まない家畜の厩舎（Geldeviehställen）から，すべての肥料を領
主館の肥料置き場に運び，下水溝を清掃し，馬小屋の側の奉公人便所を掃除し，子を産まない［家畜
の］肥料（Geltedünger）を，領主館で順番に掬い取った．それに対して彼らは，すでに述べられた食
事を，日に２回得た．
（８）敷藁刻み
ミッテルフローナとケーテンスドルフの農民と全４集落の手［賦役］農は，森［で得られる］敷藁
を必要なだけ刻まねばならなかった．反対給付は，すでに述べられた，日に２回の食事である．
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（９）溝浚い（Grabenheben）
全４集落の手［賦役］農は「村の採草地」，Keller採草地と水車採草地の溝を共同で浚い，日に２
回の食事を得た．
（１０）魚獲り
リンバッハとオーバーフローナの農民と手［賦役］農は Keller池，Grütz池，３本白樺池，Oppel
小池と Oppel大池で魚を獲った．
（１１）柴と割木の伐採
ケーテンスドルフとミッテルフローナの農民と手［賦役］農はそれぞれ，毎年６４（？）の割木１尋，
４
４
（？）の割木２尋１２エレ，さらに，柴２ショックを伐採して，積み上げる（aufsetzen）義務を負って
いた．各人は［割木］１尋と柴２ショックについて，既述の食事を毎日得た．
（１２）割木の積み上げ
全４村の手［賦役］農は順番に，割木を５０尋ずつ積み上げた（legten）．それに対して各人は１日に
ロールパン２個とチーズ２個を得た．
（１３）柴の積み上げ
ミッテルフローナとケーテンスドルフの農民と手［賦役］農は，共同で柴を６０ショックずつ積み上
げた．各人は１日にロールパン２個とチーズ２個を得た．
（１４）ビールの運搬
リンバッハとオーバーフローナの手［賦役］農はビールを醸造所から馬車に，そして，再び馬車か
ら［ビール］倉の［ビール］台に転がして運んだ．これは，最初の醸造１回分をリンバッハの，次の
１回分をオーバーフローナの手［賦役］農が運ぶ，という順序で行なわれた．反対給付は１回分につ
いて１人にパン１個とビール１杯であった．
（Ｃ）建築賦役
従来給付されてきた，あるいは，給付されるべき……であった［建築賦役］が，同じように償却の
対象であり，後述の契約額に含まれる．
（Ｄ）いくらかの小屋住農（３）の賦役
リンバッハの J. S. F. Voigtの家屋……に課される，すべての賦役，オーバーフローナの J. G. Lindner
の［土地］……，同地の A. F. Gränzの家屋……，および，同地の A. Michaelisの宿屋……に課される
納屋賦役と紡糸，さらに，ケンドラーの［土地］……の所有者，未亡人 Ch. F. Klaußによって給付さ
れるべき納屋［賦役］．
以上の［賦役］全部，および，これらの賦役［給付］に際して現れる，領主の反対給付が償却の対
象である．
第２条 反対給付．前条で述べられた，賦役義務者への領主の反対給付は，先述の賦役と同じよう
に永久に消滅する．その価値は，以下に詳論される契約額に考慮され，控除された．そのために領主
は，反対給付について権利をもつ者に対して，それの消滅のための特別な支払いを一切しない．
第３条 ［権利］放棄．騎士領リンバッハの所有者……は，すべての賦役・奉公義務者によって第
４条で彼に保証され，彼らによって受け入れられた補償，および，第１条と第２条で考慮された反対
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給付の消滅と引き換えに，第１条で詳論された賦役を，自身と所有継承者に関して永久に完全に放棄
する．賦役義務者はそれ［反対給付］を永久に放棄した．償却される賦役の生の給付は，両当事者が
承認しているように，リンバッハの［不動産１２個］，オーバーフローナの［同２個］，ミッテルフロー
ナの［同１個］，ケーテンスドルフの［同１個］，さらに，オーバーフローナの［同６個］，ミッテル
フローナの［同１個］の土地所有者（４）においては，１８３５年３月３０日に，オーバーフローナの……A. F.
Gränz［一連番号５９］にあっては，１８３５年１２月３１日をもって，そして，その他のすべての賦役義務者
においては１８３５年６月３０日に，中止された．
第３条 b． ケーテンスドルフの酒店に関して．さらに，両当事者は以下についても一致した．
ケーテンスドルフの酒店は１連畜所有地と１手［賦役］地から成り，現在は領主自身に属する．これ
に課されている賦役も，第１条に含まれ，永久に廃止された，と見なされる．この酒屋が領民に万一
売却されても，それ［賦役］は決して再興されえない．また，それの廃止のために一方は他方に何も
要求すべきでない．
第４条 賦役に対する補償．本協定序文の１－５４に記された土地所有者と，５５－５９に記された小屋
住農・園地農は，第１条の賦役・奉公に対して第３条でなされた，［権利者の権利］放棄を受け入れ
る．彼らは，これらの賦役の廃止に対する補償として，以下の第５条－第８条で述べられる規定の下
で，第５条に各人毎に挙げられた年地代ないし償却一時金を，騎士領リンバッハの所有者とその所有
継承者に支払う義務を負う．
第５条 賦役・奉公義務者の各人が引き受ける地代の詳細．消滅する賦役・奉公の代わりに，（以
下の者が以下を）協定貨幣の年償却地代として引き受ける． これをいくらか加工して，表示した
ものが，本節（３）第２表である．
第５条 b． 権利者と手［賦役］農 J. S. Eichler（オーバーフローナ……）［一連番号４７］の間で，
さらに次の協定がなされた．すなわち，後者は，第５条で述べられた地代の他に，賦役の償却に対す
る補償として，２ターラ １ー２グロッシェンの一時金を権利者に与え，それを直ちに支払う義務を負
う．また，未亡人 Ch. F. Klauß（ケンドラー……）［一連番号５７］も，引き受けた地代１２グロッシェン
の他に，賦役の廃止の代わりに６ターラー６グロッシェンの一時金を権利者に即座に支払うべきであ
る．
第６条． 騎士領リンバッハの所有者は，第５条に約定された償却地代すべてを，王国委託地代銀
行に委託する．その結果として，１８３２年３月１７日の委託地代銀行設置法と１８３７年３月９日の内務・大
蔵両省布告の諸規定が，これらの地代に関して適用される．委託地代銀行法第１９条に従って，同銀行
への地代の支払いが開始される時点まで，後者［償却地代］は，償却法第３９条の規定する期日に，農
場領主に直接に支払われるべきである．
生の賦役給付が本協定第３条に従って廃止された時点から，地代の運行が始まる．したがって，
（ここでは義務者の姓名が記載されている．以下では一連番号に整理して，番号順に記す．ただし，
協定序文と異なる綴り字の場合は，私が想定した一連番号の後に姓と名の頭文字とを記す）．リン
バッハの１，２（G. Otto），３－５，６（J. M. Hertig），７（A. Pfüller），８，４０（I. Scherf），４１，４２
（A. Lehmann），４３，５５（S. Voigt），オーバーフローナの９（Johann G. Gränz），１０，１１（G. Grobe），
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１３，１４，１９，２２，４４，４５，ミッテルフローナの２４（Gottlieb F. Landgraf），２８（Johann Benjamin
Aurich），４８，および，ケーテンスドルフの３２にあっては，最初の地代支払期日は１８３５年６月３０日で
ある．オーバーフローナの５９にあっては，それは１８３６年３月３１日であり，その他のすべての地代義務
者にとっては１８３５年９月３０日である．この期日が過ぎても，その義務を履行しなかった者は，彼ら
が，その前の３カ月に行なった賦役のために，彼らに許されるべき控除について，被提議者と約定し
ていないかぎり，この期日に満期となる，３カ月分の地代額を後払いするよう，告知される．
第７条 地代の保証．約定された地代は，義務を負った土地と義務者のその他の財産によって，…
…対物的諸負担と同じように保証され，優遇される．権利者は償却一時金あるいは地代に関して賦役
義務者のあらゆる相互的代理を明白に放棄するので，義務者各人はその土地によって，それに記入さ
れた年地代，あるいは，関係する償却一時金を保証しなければならない．
第８条 ［特別］委員会の費用について．費用に関して両当事者は法律の規定に従う．すなわち，
費用は被提議者と提議者によって均等に支払われるべきである．ケーテンスドルフ［の提議者］の中
では手［賦役］農は連畜所有農の半分だけを負担する，と決められた．それに対して，リンバッハ，
オーバーフローナとミッテルフローナに関しては，手［賦役］農は連畜所有農と同じ額を負担する
が，納屋賦役と紡糸あるいは薄ビール運搬だけを果たさねばならない者は，農民の支払額の１８だけ
を負担する，と合意された．
各方面の関係者はこの契約を承認した．……この協定は……２部が作成され，関係者によって署名
された．その中の１部はリンバッハ裁判所の文書館に，１部は全国委員会の文書館に保管されるべき
である．
リンバッハにて１８３８年６月２９日
［領主の］代理人 Friedrich Daniel Fischer
Carl Friedrich Scherf（５）（等々）
本協定への追加の文章の中で，１８３９年３月２日と９日のそれは紹介しておかねばならない．前者に
よれば，［法律関係特別］委員［J. Volkmann］のケムニッツ事務所にケーテンスドルフの村長
（Richter）Carl Gottlob Bonitz（６）が出頭して，次のように述べた．……［領主］von Wallwitz伯爵は，
彼 Bonitzによって支払われるべき地代８ターラ １ー２グロッシェンの代わりに，ケーテンスドルフの
他の連畜所有農と同じ６ターラーの地代で満足しよう，と彼に約束した……，と．９日の追加によれ
ば，［同特別］委員のケムニッツ事務所に［領主の代理人］F. D. Fischerが出頭して，次のように言明
した．von Wallwitz伯爵は……協定貨幣で６ターラー以上の年地代を C. G. Bonitzから要求しない，
と．
この協定は１８３９年４月２６日に全国委員会の J. G. Nostitz und Jänkendorfに署名されて，承認された．
なお，４９ページは本協定第５条の最初の２ページを示している．
本節で紹介した全国委員会文書第１１６３号は，以下の３点で注目される．第１．この賦役償却協定は
本文で賦役償却地代額を規定したが，その地代額を，１人だけについてであるけれども，追記におい
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て変更（この場合には減額）した．償却地代の総額のみを検討する，という私の観点から見て，追記
のこの修正は実質的意味を持つ．姓名の綴り字の訂正のような，形式的な修正を越えた追記を伴う協
定は，私の知るかぎりでは，きわめて例外的にすぎない．第２．本稿第１節で私はザイデルによる地
代償却前史を紹介した．その（１）（Ｉ）でザイデルは，騎士領リンバッハ所属４村の馬賦役農・手
賦役農５５人が賦役の償却について１８３５年１月末まで領主と交渉し，一応の合意に達したけれども，
「この提案は採用されなかった」，と述べていた．ところが，ザイデルが列挙した賦役農民５５人の姓
名の多くが，本節（１）第１表の賦役義務者５９人の中に見出される．すなわち，馬賦役農を見ると，
リンバッハの８人中７人，オーバーフローナの１５人中１１人，ミッテルフローナの５人中４人が，そし
て，ケーテンスドルフの１１人は全員が，ザイデルの記した人物と同姓同名である．また，手賦役農で
は，リンバッハの４人中の２人とミッテルフローナの４人中の３人が，そして，オーバーフローナの
４人とケーテンスドルフの３人は全員が，同姓同名である．さらに，本節第１表（Ｃ）の一連番号５５
（リンバッハの手賦役農 Johann S. F. Voigt）は，ザイデルにおける同村の手賦役農［４４］S. F. Voigt
である可能性が高い（以上を合計した，同じ村の同姓同名者は，本協定の賦役義務者５９人中の４５人，
おそらく４６人となる）．その上に，オーバーフローナの４人とミッテルフローナの１人の馬賦役農
は，同名ではないけれども，ザイデルの一覧表の馬賦役農と同姓であり，リンバッハとミッテルフ
ローナの各１人の手賦役農は，ザイデルの手賦役農と同姓である（以上の合計７人）．したがって，１８３５
年の交渉は曲折の末に本協定に結実した，と見なされよう（本協定第３条によれば，賦役の給付は３５
年３月から１２月までに中止されている）．第３．本節第１表には表示されていないけれども，ケーテ
ンスドルフには，１連畜所有地と１手［賦役］地から成る酒店があり，本協定第１条の賦役を課され
ていた．しかし，第３条 bはその賦役を無償で廃止した．酒店の所有者が領主自身であったからであ
る．
（注１）この村（Rußdorf，原文では Rusdorf）は，１９３５年にオーバーフローナに併合され，後者は１９５０年にリンバッハ＝
オーバーフローナ市となった．Karlheinz Blaschke (Hrsg.), “Historisches Ortsverzeichnis von Sachsen”, Leipzig 1957, S.
284, 290. なお，この村は全国委員会文書第１０６７７号の一連番号１７５では Rusdorfと記されており，１７６では Rußdorfと
なっている．
（注２）この Pansenは納屋（Bansen）と解したい．そうだとすると，本稿第１節９９ページの Pansetageと第２節４６ページ
の Pansendienstは，そして，Pensendienstも，納屋賦役と見なされうるであろう．
（注３）ここに記載された小屋住農５人は，本協定序文（C）の「数人の手賦役農」（一連番号５５－５９）である．ところ
が，本文第１条（D）における Voigt［５５］の家屋は序文のそれと同じであるけれども，Gränz［５９］の家屋とMichaelis
［５８］の宿屋は序文（Ｃ）では園地とされている．また，第１条（Ｄ）に明記されていない Lindner［５６］と Klauß
［５７］の不動産も，序文（Ｃ）では園地とされている．それに対して，本文第４条には，「［序文（Ｃ）］５５－５９に記
された小屋住農・園地農」なる表現が見出される．したがって，５６と５７の不動産の種類は明らかではない．本稿は序
文（Ｃ）の規定に従うことにする．
（注４）ここで火災［保険］台帳番号で示されている土地所有者は，償却協定一連番号で表示すると，１－８，４０－４２，５５
（以上リンバッハ），９－１１，１４，１９，２２，４４，４５（以上オーバーフローナ），２８，４８，４９（以上ミッテルフローナ），３２
（ケーテンスドルフ）である．
（注５）ここに［領主の］代理人として署名した F. D. Fischerについて，本稿第１節（１）（注５）を参照．C. F. Scherf
は本協定一連番号１の馬賦役農である．
（注６）協定序文の一連番号３２の義務者は Johann Benjamin Bonitzであり，その所有地の火災［保険］台帳番号は３２であ
る．第５条にも火災［保険］台帳番号３２として同人が記されている．彼の相続人が，１８３９年３月２日と９日の追記に
３３７騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
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  賦役償却地代額・償却一時金額の合計
本協定は賦役を償却の対象とした．第５条は一連番号を顧慮せず，償却地代額が同じである義務者
の姓名を，まず村別に，次に馬所有農と手［賦役］農に区分して記載し，最後に［その他の］手賦役
農を記載している．以下の第２表は，第５条に基づいて，賦役義務者を協定一連番号で表現し，彼ら
をまず村別に，次に，（Ａ）馬所有農，（Ｂ）手［賦役］農と（Ｃ）［その他の］手賦役農に区分し
て，償却地代額の小さい順に配列したものである．ただし，同じ償却地代額が１個のみの場合には，
第３項〈 〉の中の地代合計額は省略した．第３表でも同様である．
第２表 義務的不動産の賦役償却地代額の村別・種類別一覧
記録された Carl Gottlob Bonitzなのであろう．
（ ）リンバッハ
（Ａ）馬所有農（８フーフェ地）
６T１０G．［７］〈１個〉 ８T１２G．［１－６，８］〈７個；５９T１２G−P〉
（Ｂ）手［賦役］農（４フーフェ地）
２T１６G．［４０－４３］〈４個；１０T１６G−P〉
（Ｃ）［その他の］手賦役農（１家屋）
２２G．［５５］〈１個〉
（）オーバーフローナ
（Ａ）馬所有農（１５フーフェ地）
６T１０G．［１３］〈１個〉
８T１２G．［９－１２，１４－２３］〈１４個；１１９T−G−
P〉
（Ｂ）手［賦役］農（４フーフェ地）
１T１２G．［４７］〈１個〉 ２T１６G．［４４－４６］〈３個；８T−G−P〉
（Ｃ）［その他の］手賦役農（３園地）
１２G．［５６，５８，５９］〈３個；１T１２G−P〉
（）ミッテルフローナ
（Ａ）馬所有農（５フーフェ地）
８T１２G．［２５－２８］〈４個；３４T−G−P〉 １２T１２G．［２４］〈１個〉
（Ｂ）手［賦役］農（３フーフェ地と１「土地」）
２T１６G．［４８－５１］〈４個；１０T１６G−P〉
（）ケーテンスドルフ
（Ａ）馬所有農（１１フーフェ地）
５T．［３９］〈１個〉 ６T．［２９－３８（１）］〈１０個；６０T−G−P〉
（Ｂ）手［賦役］農（３フーフェ地）
２T．［５２－５４］〈３個；６T−G−P〉
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第５条 b項は，第２表の賦役償却地代に加えて，（Ｃ）［その他の］手賦役農所有地の中で２村の２
個がさらに賦役償却一時金を支払う，と規定していた．それを表示したものが，第３表である．
第３表 義務的不動産の手賦役償却一時金額の村別一覧（第５条 b項による）
第２表の手賦役償却地代額である（Ｂ）と（Ｃ）の計を（Ⅱ）とし，第２表の連畜賦役の償却地代
額（Ａ）を（Ⅰ）として，賦役償却地代額（とその償却一時金換算額）の村別・種類別合計を表示
し，（Ⅱ）の一時金額にさらに，第３表の手賦役の償却一時金額（Ⅲ）を加算したものが，第４表で
ある．｛ ｝は償却一時金額を示す．
第４表 賦役償却地代額・償却一時金額の村別・種類別合計
（ ）リンバッハ
（I）連畜賦役（８フーフェ地） ６５T２２G−P ｛１，６４７T２２G−P｝
（B）手賦役（４フーフェ地） １０T１６G−P
（C）［その他の］手賦役（１家屋） −T２２G−P
（II）＝（B）＋（C）（４フーフェ地と１家屋） １１T１４G−P ｛２８９T１４G−P｝
償却地代・一時金計（１２フーフェ地と１家屋） ７７T１２G−P ｛１，９３７T１２G−P｝
（）オーバーフローナ
（I）連畜賦役（１５フーフェ地） １２５T１０G−P ｛３，１３５T１０G−P｝
（B）手賦役（４フーフェ地） ９T１２G−P
（C）［その他の］手賦役（３園地） １T１２G−P
（II）＝（B）＋（C）（４フーフェ地と３園地） １１T−G−P ｛２７５T−G−P｝
償却地代・一時金計（１９フーフェ地と３園地） １３６T１０G−P ｛３，４１０T１０G−P｝
（III）［その他の］手賦役償却一時金（１フーフェ地） ｛２T１２G−P｝
（II）＋（III）手賦役償却一時金（４フーフェ地と３園地） ｛２７７T１２G−P｝
償却一時金計（１９フーフェ地（２）と３園地） ｛３，４１２T２２G−P｝
（）ケンドラー
（Ｃ）［その他の］手賦役農（１園地）
１２G．［５７］〈１個〉
（）オーバーフローナ
（Ｃ）［その他の］手賦役農（１フーフェ地）
２T１２G−P．［４５］〈１個〉
（）ケンドラー
（Ｃ）［その他の］手賦役農（１園地）
６T６G−P．［５７］〈１個〉
３３９騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
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（ ）ミッテルフローナ
（I）連畜賦役（５フーフェ地） ４６T１２G−P ｛１，１６２T１２G−P｝
（II）＝（B）手賦役（３フーフェ地と１「土地」） １０T１６G−P ｛２６６T１６G−P｝
償却地代・一時金計（８フーフェ地と１「土地」） ５７T４G−P ｛１，４２９T４G−P｝
（）ケーテンスドルフ
（I）連畜賦役（１１フーフェ地） ６５T−G−P ｛１，６２５T−G−P｝
（II）＝（B）手賦役（３フーフェ地） ６T−G−P ｛１５０T−G−P｝
償却地代・一時金計（１４フーフェ地） ７１T−G−P ｛１，７７５T−G−P｝
（）ケンドラー
（II）＝（C）［その他の］手賦役（１園地） −T１２G−P ｛１２T１２G−P｝
償却地代・一時金計（１園地） −T１２G−P ｛１２T１２G−P｝
（III）＝（C）［その他の］手賦役償却一時金（１園地） ｛６T６G−P｝
（II）＋（III）手賦役償却一時金（１園地） ｛１８T１８G−P｝
償却一時金計（１園地（３）） ｛１８T１８G−P｝
第４表から賦役償却地代額・償却一時金額を賦役種類別に総計した（前者は償却一時金に換算）も
のが，第５表である．
第５表 賦役償却地代額・償却一時金額の賦役種類別総計（償却一時金換算）
（Ⅰ）連畜賦役
（）リンバッハ（８フーフェ地） １，６４７T２２G−P
（）オーバーフローナ（１５フーフェ地） ３，１３５T１０G−P
（ ）ミッテルフローナ（５フーフェ地） １，１６２T１２G−P
（）ケーテンスドルフ（１１フーフェ地） １，６２５T−G−P
４村計（３９フーフェ地） ７，５７０T２０G−P
（Ⅱ）＋（Ⅲ）手賦役
（）リンバッハ（４フーフェ地と１家屋） ２８９T１４G−P
（）オーバーフローナ（４フーフェ地と３園地） ２７７T１２G−P
（ ）ミッテルフローナ（３フーフェ地と１「土地」） ２６６T１６G−P
（）ケーテンスドルフ（３フーフェ地） １５０T−G−P
（）ケンドラー（１園地） １８T１８G−P
５村計（１４フーフェ地，４園地，１家屋と１「土地」） １，００２T１２G−P
５村賦役総計（５３フーフェ地，４園地，１家屋と１「土地」） ８，５７３T８G−P
第４表から賦役償却一時金額の村別総計は第６表のようになる．
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第６表 賦役償却地代額・償却一時金額の村別総計（償却一時金換算）
（ ）リンバッハ
連畜賦役（８フーフェ地） １，６４７T２２G−P
手賦役（４フーフェ地と１家屋） ２８９T１４G−P
賦役合計（１２フーフェ地と１家屋） １，９３７T１２G−P
（）オーバーフローナ
連畜賦役（１５フーフェ地） ３，１３５T１０G−P
手賦役（４フーフェ地と３園地） ２７７T１２G−P
賦役合計（１９フーフェ地と３園地） ３，４１２T２２G−P
（）ミッテルフローナ
連畜賦役（５フーフェ地） １，１６２T１２G−P
手賦役（３フーフェ地と１「土地」） ２６６T１６G−P
賦役合計（８フーフェ地と１「土地」） １，４２９T４G−P
（）ケーテンスドルフ
連畜賦役（１１フーフェ地） １，６２５T−G−P
手賦役（３フーフェ地） １５０T−G−P
賦役合計（１４フーフェ地） １，７７５T−G−P
（）ケンドラー
手賦役（１園地） １８T１８G−P
賦役合計（１園地） １８T１８G−P
５村賦役総計（５３フーフェ地，４園地，１家屋と１「土地」） ８，５７３T８G−P
第５表と第６表の最終行に示されているように，連畜賦役と手賦役の償却地代の総額は，償却一時
金に換算して，５村の５３フーフェ地，４園地，１家屋と１「土地」から，８，５７３T８G−Pであった．
そのうち，連畜賦役の償却一時金総額は，４村の３９フーフェ地から７，５７０T２０G−Pであり，手賦役の
それは５村の１４フーフェ地，４園地，１家屋と１「土地」から１，００２T１２G−Pであった．
（注１）すでに述べたように，１８３９年３月２日と同月９日の追加は，一連番号［３２］の償却地代額を，第５条に記された
８T１２Gから，６Tに修正した．本表は修正後の地代額を示す．
（注２）第４表（）（Ⅱ）（Ｂ）の４フーフェ地の中の１個と（Ⅲ）の１フーフェ地とは重複している．
（注３）第４表（）（Ⅱ）（Ｃ）の１園地と（Ⅲ）の１園地は重複している．
３４１騎士領リンバッハ（西ザクセン）における領主制地代の償却（４）
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Ablösungen der Grundlasten auf dem westsächsischen
Rittergut Limbach (4)
Nobushige Matsuo
(Ⅰ) Abschriften der Ablösungsrezessen von Paul Seydel (Vol. 37, No. 3)
(Ⅱ) Ablösungsrezeß Nr. 1659 der sächsischen Generalkommission für Ablösungen und Gemeinheitsteilungen
(Vol. 38, No. 1)
(Ⅲ) Ablösungsrezeß Nr. 1660 der Generalablösungskommission
(Ⅳ) Ablösungsrezeß Nr. 8173 der Generalablösungskommission (Vol. 38, No. 2)
(Ⅴ) Ablösungsrezeß Nr. 902 der Generalablösungskommission
(1) Namen aller Baufronpflichtigen und ihre Immobiliarvermögen
(2) Text des Baufronablösungsrezesses
(3) Gesamtsumme der Baufronablösungsrenten und −kapitalien
(Ⅵ) Ablösungsrezeß Nr. 1163 der Generalablösungskommission
(1) Namen aller Frondienstpflichtigen und ihre Immobiliarvermögen
(2) Text des Frondienstablösungsrezesses
(3) Gesamtsumme der Frondienstablösungsrenten und −kapitalien
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